
ごみステーション集約の検討について

ごみステーション集約の目的と必要性

ごみ収集作業の負担増により、なり手不足が懸念されており将来的にはごみ収集作業の継続が困難に...

ごみステーション集約案における課題

1. 集約案の規模では得られる効果が小さい
　　　  ⇒ 集約案の規模では、室蘭市全体から見ると効果が小さい（5年で最大10町会（150町会中）を集約）

※ 環境課の人員で集約を進める場合、これ以上の規模では厳しい

2. ごみ出し弱者対策の検討が必要

　　　  ⇒ 集約によりごみ出しが困難となる市民へのごみ出し支援策を検討する必要がある

これらの課題を解決できる新たな集約案の検討が必要となる。

そのため、これまでのロードマップ及び集約方針を変更する必要がある。

ごみ収集作業の負担軽減による、持続可能なごみ収集体制の構築が目的

ごみステーション数が多いことによる多大な作業量が大きな課題

集約のモデルとして、協力を得られそうな町会での集約案を作成した　⇒　参考資料1

市役所内での協議では何点か課題が示された

※ 特に軒先収集
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ごみステーション集約方針

ごみステーション集約の集約対象、対象地域について方針を定める

× これまでの方針

○ 今後の方針案

「　”町会”を対象に、"全て"のごみステーションを集約する　」

「　”町”単位で、"軒先収集"を優先して集約する　」

× 対象規模が小さい

× 人手が足りない

○ 対象規模の拡大

○ 集約対象を必要な部分に絞る

○ 市内のごみ収集方法を公平に参考資料２


